　鶴岡市生活安全推進協議会　会議録

○　日　　時　　平成２５年６月２６日（水）　午後１時３０分から

○　会　　場　　鶴岡市総合福祉センター「にこふる」　３階　栄養指導研修室

○　協議次第　 （１）平成２４年度鶴岡市の生活安全事業の実施状況について

　　　　　　（２）平成２５年度鶴岡市の生活安全事業の実施計画について
　　　　　　　 （３）その他
○　出 席 者　　生活安全推進協議会委員１４名（欠席：榎本政規会長、他４名）
　　　　　　　　事務局員等５名　　　　　　　　　　　　（名簿：別添１のとおり）
１　開会
　　進行（阿部危機管理監）

本日はお忙しい中、鶴岡市生活安全推進協議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。私は当協議会事務局の防災安全課の阿部と申します。本日の進行を務めさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

開会に先立ちまして、今回、委員の役職異動に伴い、７名の皆さまから後任者としてご就任いただきました。資料の名簿でご確認ください。任期につきましては、前任者の残任期間であります本年７月３１日までとなっております。感謝申し上げますとともにどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　それではこれより、鶴岡市生活安全条例第５条に基づく「鶴岡市生活安全推進協議会」を開催いたします。開催にあたりまして、山本益生 鶴岡市副市長よりご挨拶申し上げます。
２　あいさつ（山本副市長）
本日はご多忙のところ、鶴岡市生活安全推進協議会にご出席いただき、誠にありがとうございます。委員の皆様には、日頃より防犯に関する事業をはじめ、本市行政施策の推進につきましても、格別のご理解とご協力いただいておりますことに対しまして、あらためて厚くお礼申し上げます。
さて、この会議は、鶴岡市生活安全条例に定めるところにより開催するものでございます。もとより犯罪の取締りは司法の分野として、警察ご当局より主導していただくものでございますが、地方行政におきましても、犯罪の予防、安全な都市づくりの観点から、関係機関、団体との連携のもとに協動して、必要な取り組みを進めて行きたいと考えているところでございます。

今日の犯罪情勢につきましては、景気の低迷や混乱等を背景に、社会が混迷を深める中にあって、全国的にみると子供や女性、また高齢の方々が被害者となる痛ましい事件が報道されており、国内のいかなる地域においても起こりうる、という状況になっているのが実情でございます。本市におきましては、平成２４年中の全刑法犯認知件数は前年比１６５件減、また、市民生活の身近なところで発生する街頭犯罪は前年比９１件減少しているものの、相変わらず高齢者を中心にした詐欺や、空き巣などの侵入窃盗、車上ねらいが多く発生しているとお聞きしております。
このような状況のなか、本市といたしましては、昨年の４月１日に暴力団排除条例を施行し、同じく９月２５日には鶴岡市が行う公共事業等から暴力団排除の推進に関する合意書を鶴岡警察署と締結したとこでございますが、これからも、安全で安心なまちづくりに向け、鶴岡警察署をはじめ、関係機関、団体と緊密な連携を保ち、各種施策を進めて参る所存でございます。
しかしながら、何よりも「自分たちの地域は自分たちで守る」という自助の意識を高めていくことが重要でありますことから、皆様方からのより一層のご支援、ご協力をお願い申し上げる次第でございます。
なお、委員の皆様におかれましては、本市及び市民生活の安全を図るため、本協議会において忌憚のないご意見、ご指導をいただくことをお願い申し上げ、甚だ簡単ではございますが、あいさつとさせていただきます。
進行（阿部危機管理監）
本日の会議の出席状況につきましては、全委員１８名中、代理出席の１名を含めまして、１４名の皆さまからご出席いただいております。「鶴岡市生活安全推進協議会規則第４条第２項」に定める出席者数を上回っておりますので、ご報告申し上げます。

それでは、協議に入らせていただきます。議長は同規則第４条第１項において、会長が努めることとなっておりますが、会長欠席でございますので、会長職務代理者の山本副市長にお願いしたいと思います。
３　協議
　　議長（山本副市長）
　　　それでは、次第の「３　協議」に移ります。初めに、（１）平成２４年度鶴岡市の生活安全事業の実施状況について、事務局より説明願います。
　　事務局（大川主査）
　　防災安全課の大川と申します。平成２４年度鶴岡市の生活安全事業の実施状況につきましてご報告いたします。

１ページをご覧下さい。

はじめに、「１．防犯啓発活動」につきましては、鶴岡市防犯協会を介しての活　　動となりますが、各地域共通の広報活動といたしまして、年末防犯チラシを1/1号の広報に折込みをしたほか、「防犯つるおか」の発行や地域安全運動期間中にチラシの配付を行っております。また、研修会の開催や、防犯作文の募集を行い、記載の７校より最優秀１点、優秀２点、優良３点を選定し、各小学校に防犯協会の会長・副会長が出向き賞状授与をおこない、子供たちの防犯意識の高揚を図ったところでございます。

　　　続きまして、地域ごとの活動状況でございますが、はじめに鶴岡地域につきましては、街頭啓発といたしまして、「青少年を守る店運動」を鶴岡市青少年育成市民会議と合同でコンビニ・カラオケ店などの巡回を行ったほか、防犯協会員による年末店頭啓発運動や大泉支部による「ただちゃ豆パトロール」等の活動を行っております。

　　　次に、藤島地域でございますが、「明るいやまがた夏の安全県民運動」等での街頭活動のほか防犯講演会を開催し、多くの会員より参加いただきました。また、広報活動といたしまして、各種運動期間中にポスター、のぼり旗の設置や防犯チラシ配布などを行ったところでございます。

次に、羽黒地域でございますが、街頭啓発といたしまして、手向支部による夜間パトロールを行ったほか防犯・防火の標語募集を行い、地区文化祭で展示啓発を行っております。また、広瀬・泉支部では地域住民を対象とした防犯研修を実施しております。

次に、櫛引地域でございますが、街頭啓発活動といたしましては、サクランボ盗難防止パトロールを実施したほか、安全県民運動期間中に店頭での啓発や、交通関係団体と合同による産直施設での啓発活動をおこなったところでございます。また、各種広報活動、啓発物品の配布、研修会の実施など防犯啓発を図ったところでございます。

次に、朝日地域でございますが、各種防犯チラシ･ポスター配付・掲示のほか、　　交通安全グランドゴルフ大会への協力など地域の安全活動へ参加をしているところでございます。

最後に、温海地域でございますが、街頭啓発といたしましては、青色回転灯装着車による温海管内のパトロールを実施したほか、交通安全関係団体と連携し、「安全運転ふれあい活動」を実施しております。また、児童と高齢者を対象にした防犯啓発物品を配付し、防犯意識の高揚を図ったところでございます。

以上が地域共通及び各地域での活動状況でございます。

続きまして、「２、防犯灯新設・更新事業」でございますが、コミニュティ推進課の事業となっております。後ほどコミュニティー推進課より説明申し上げます。

　次の「３、子どもの安全対策関連事業」につきましても、後ほど担当課であります教育委員会より説明申し上げます。

５ページの「４、自主防犯活動支援等事業」でございますが、防犯用品の購入補助につきまして、対象２８支部中１７支部より申請がございまして、のぼり旗などの購入費用に補助を実施しているところでございます。また、地域安全推進モデル事業補助金の交付につきましては、地域における安全活動の推進を図るため、申請のあった支部より、過去の助成経過も勘案し、平成２４年度は大泉・湯野浜・手向の３支部に助成をしております。なお、それぞれの支部の活動は記載のとおりとなっております。

最後の、「５．その他」でございますが、はじめに｢（１）の意識高揚、啓発イベントの開催｣につきましては、鶴岡、藤島、羽黒、温海の各地域におきまして、まちづくり大会が開催されており、防犯、交通安全につきまして意識高揚を図っているところでございます。

続きまして、「（２）の消費生活対策事業」でございますが、相変わらず振り込め詐欺や架空請求など、消費生活に関する苦情・相談が多いようで、防犯の観点からも広報啓発の強化を図るものですが、本市においては、市民課に消費生活相談員を配置して各種相談に応じているところでございます。記載の表は苦情・相談の内訳となっております。

次に、「（３）の鶴岡市広報への掲載」につきましては、折込のほか、記載のとおりとなっております。

最後に、「（４）の放置自転車対策」でございますが、自転車盗難の未然防止と都市環境保全の観点から本市都市計画課におきまして、ＪＲ鶴岡駅周辺で、４月、１０月に鶴岡警察署、市内各高等学校の協力をいただきながら、放置防止の指導と長期間放置自転車の撤去を実施いたしております。

内容は表のとおりでございます。

以上平成２４年度の実施状況でございます。

　　　それでは、平成２４年度実施状況の「２　防犯灯新設・更新事業」と、「３　子どもの安全対策関連事業に」について、事業担当課職員よりご説明いたします。
事業担当課（清野主査）
　　　コミュニティ推進課の清野と申します。「防犯灯新設・更新事業」についてご説明いたします。４ページをご覧ください。
　　　本市では、防犯灯にかかる行政支援の内容が地域ごとに異なっておりますが、いずれの地域でも、市と自治組織が協力しながら防犯灯の設置及び維持管理を行っております。平成２４年度に市が新たに設置した防犯灯は２５灯で、更新したものが３０灯となっております。

このほか、自治組織が設置・更新する防犯灯に対し補助金を交付するなどし、適正な維持管理に努めており、全市では約１万８千灯の防犯灯が設置されている状況です。
　　事業担当課（佐藤専門員）

　　　教育委員会学校教育課の佐藤と申します。それでは、わたくしの方から資料４ページ後段からの「子どもの安全対策関連事業」についてご説明いたします。

　　　はじめに、「（１）青少年健全育成事業」につきましては、青少年会議、青少年

　　育成推進員連絡協議会と連携しながら、７つの事業を行いました。１つ目としまし

　　て、「市民会議会報」を作成しまして各世帯への配布を行い、広く市民への啓蒙を

行いました。２つ目としまして、スポーツ課で「親子活動事業スポーツカレンダー」

を作成し、年度当初に小中学生のいる世帯への配布並びに事業の周知と参加へのよ

びかけを行いました。３つ目としましては、「青少年育成推進員研修会」を開催し、

研修と情報交換を行いました。４つ目としまして、夏季休業や年末休業、花見の時

期や天神祭り等のイベント時に「特別街頭指導」を実施しました。５つ目としまし

ては、各学校より日々の安全な登下校について、地域の実情や学年の発達段階に応

じた具体的な「安全指導」を推進していただきました。６つ目としまして、各地区

より「子ども会リーダー研修会」を開催していただき、次年度のリーダー養成や交

流にご尽力いただきました。７つ目としましては、「子育てフォーラム」を開催し、

家庭教育に関する講演会を実施しました。

　　　次に「（２）児童・生徒総合安全対策推進事業」につきましては、全小学校区で立ち上げていただいた「見守り隊」の方々へ、パトロール用品の支援ということで、

　　希望調査を基に「見守り隊用ベスト」を４３団体、１５７枚作成・配布しました。

　　　また、「（３）青少年育成センター事業」としましては、巡回街頭指導を２５６回

　　行い、自転車の乗り方や下校の際の歩き方等、計９８名の児童・生徒に直接指導を

　　行いました。また、来所や電話による相談が１４件あり、相談内容に応じて、話を

　　じっくり聞いたり、他の相談機関を紹介したりといった対応を行いました。

「環境点検改善活動」としまして、「青少年を守る店運動」による店舗巡回や店

長等への活動の趣旨説明や協力依頼を行いました。併せて、青少年にとって、有害

と思われる図書類自動販売機の点検や広告物の除去といった活動を、年間を通して

継続して行いました。

　　議長（山本副市長）
　　　それでは、皆さまよりご意見、ご質問など頂戴したいと思います。何かございませんか。どんな内容でも結構ですので、ご質問等はございませんか。

それでは、ないようでございますので、続きまして、（２）平成２５年度鶴岡市の生活安全事業の実施計画について、事務局より説明願います。
　　事務局（大川主査）
平成２５年度鶴岡市の生活安全事業の実施計画につきましてご説明申し上げま　す。８ページをご覧下さい。

はじめに、「１．防犯啓発活動」でございますが、地域安全活動の推進につきましては、山形県防犯協会連合会や鶴岡警察署等と連携を図りながら、各季における地域安全活動のほか、防犯意識高揚のための広報活動を行って参ります。また、安全で明るいまちづくり大会等につきましては、交通安全関係機関などとも連携しながら、実施して参ることとしております。

次に、地域防犯活動の推進と防犯組織の充実につきましては、防犯協会運営への助成を実施するほか、青少年の健全育成と環境づくりにおきましては、「万引きをしない、させない、ゆるさない」の３Ｓ運動の推進など鶴岡市青少年育成市民会議等の青少年健全育成を進める関係機関・団体の運動と協調しながら、青少年の健全育成と環境づくりを図って参ることとしております。

「２．防犯灯新設・更新事業」及び「３．子どもの安全対策関連事業」でございますが、平成２４年度事業実施状況でも申し上げましたが、それぞれ担当課より後ほどご説明申し上げます。

続きまして、「４．自主防犯活動支援等事業」でございますが、防犯用品の支給･支援につきましては、鶴岡市防犯協会を介しての事業となっており、引き続き防犯のぼり旗などの購入に対する補助をおこなって参ります。また、地域安全推進モデル事業につきましても、防犯協会支部がおこなう新たな取り組みなどに対しましてモデル事業に指定し交付金を交付するものでございます。

次に、「５．その他」でございますが、各地域における防犯イベントにつきまし　　ては記載の地域･内容によりまして開催して参るものでございますが、今年度は櫛引地域において新規事業として、安全安心なまちづくり櫛引大会を実施する予定でございます。また、市民課の所管事業となりますが、消費生活問題に対応するため、これまでと同様に、消費生活相談員を配置し、相談に応じるとともに、市民への啓発や消費団体の育成に努めて参るものでございます。

最後に、放置自転車対策につきましては、引き続き盗難の未然防止や都市環境保全の観点からＪＲ鶴岡駅周辺で、放置防止の巡回指導や長期間放置されている自転車の撤去を実施して参ります。

以上でございます。

それでは続きまして、平成２５年度実計画の「２　防犯灯新設・更新事業」と、「３　子どもの安全対策関連事業に」について、事業担当課職員よりご説明いたします。
事業担当課（清野主査）

　　　それでは「防犯灯新設・更新事業」についてご説明いたします。
　　　平成２５年度につきましても地域の要望を伺いながら、防犯灯の新設・更新事業に適切に取り組むとともに、自治組織の取組みに対する支援を継続します。なお、今年度からは、自治組織の負担軽減と省エネルギーの観点から、現在主流となっている蛍光灯タイプのものから、LED防犯灯への切り替え事業に着手することとしております。

　　事業担当課（佐藤専門員）

　　　続きまして「子どもの安全対策関連事業」についてご説明いたします。

　　　平成２５年度も、昨年度の事業を継続して実施してまいります。

幸い鶴岡市では大きな事件・事故には至っていませんが、不審者による声かけ事

案や、交通事故による負傷事故等が、学校・地域・保護者の方より報告が挙がっております。

　　　教育委員会としましては、今年度より学校との更なる情報共有の強化をねらいに、

　　教育委員会と学校間で利用しているネットワークシステム「サイボウズ」の掲示板

　　を活用して不審者情報の提供を行い、情報の共有化や子ども達への具体的な指導に

　　役立てていただこうと考えております。

今後も、関係機関との連携や情報共有を密にしながら、子ども達の安全を守る事

　　業を推進してまいりたいと考えております。

皆様方より、今後一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

議長（山本副市長）

　　　ただいまの説明について、ご意見、ご質問など頂戴したいと思います。何かございませんか。せっかくお集まりいただきましたので、忌憚のない意見や質問など何でも構いませんので何かございませんか。
　　委員

質問ではありませんが、関係機関等における活動として情報提供します。１１月１０日に「山形県青少年育成県民大会」が鶴岡市中央公民館で開催されます。主催は山形県青少年育成県民会議で、｣鶴岡市と鶴岡市青少年育成市民会議が共催の事業です。関係機関の皆さんからも大勢出席いただきたいと思います。

委員

　振込め詐欺の被害防止対策として、電話帳から電話番号の掲載を削除することを推奨しているが、町内会などから高齢者世帯へどの程度勧めてよいものか迷っています。他の地域状況はどのようなものか参考にお聞きしたい。
委員
　町内会では削除している人が少しずつ増えている。

委員

　あくまでも個人の意思によるものなので、町内会役員として削除を勧めるようなことはしていない。

　　委員

　　　見守り隊のベストについて、既製サイズ品で小さいため特に冬期間は防寒衣の上に着用するのがきつくて、サイズ調整が可能なタイプにしていただきたい。
　　事業担当課

　　　検討します。

　　議長（山本副市長）

　　他にございませんか。何でも結構です。
それでは、ないようでございますので、（３）その他　に入ります。

事務局から何かありますか。
　　
事務局（大川主査）
その他についてですが、２点ご連絡申し上げます。

はじめに、資料の中に「鶴岡署管内の犯罪情勢について」と、「鶴岡地区防犯ネ　　ットワークだより」がありますが、これは本日公務で欠席の鶴岡警察署生活安全課草刈課長から提出いただいた資料でございます。「管内の犯罪情勢」の内容といたしましては、鶴岡警察署管内の平成２４年中の犯罪発生状況と、本年５月末現在の犯罪発生状況・重点犯罪の発生状況・非行少年等歩道状況が掲載なっております。それぞれ米印に傾向が記入されておりますが、注目すべきところは、「２．本年５月末現在の犯罪発生状況」の数字でありまして、刑法犯検挙件数が減少傾向で、認知件数は前年比３５件増と、治安がやや悪化傾向にあるという現状報告でございます。５月にして、昨年の刑法犯認知件数の半数を大幅に超えている状況となっております。また、「３．重点犯罪の発生状況」では、自転車盗や万引きが大幅に増加している現状であります。
資料下段の「４．少年等補導状況」にぐ犯少年とありますが、これは、性格または環境に照らして、将来罪を犯し、または刑罰法令に触れる行為をする恐れのある少年という意味で、また、触法少年とは１４歳未満で刑罰・法令に触れる行為をした少年（触法少年は刑事未成年者であるため、保護処分の対象となる）であるということでございました。

　　　もう１枚の「鶴岡地区ネットワークだより」は同じように犯罪情勢が掲載されておりますが、「４の活動紹介」に、先の天神祭エンジョイパレードで鶴岡市防犯協会や関係団体が防犯啓発で参加した様子が紹介されております。

　　　以上でございます。

最後に、生活安全協議会現委員の皆様の任期についてでございますが、開会に先立ちまして阿部の方からも申し上げましたが、任期満了が来月の７月３１日までとなっております。

本協議会委員につきましては、関係役職にかかる委嘱・任命が大きいところでございまして、皆様におかれましては任期満了後も引き続き委員をご承引くださいますようお願い申し上げるものです。

　　　特段、支障がございませんでしたら、８月１日より再任いただき、任期は２年であることから、平成２７年７月３１日までご就任をお願いいたしたいと存じます。

　　過日、依頼文書と委嘱状を送付いたしますので、何卒ご了承くださいますよう重ねてお願い申し上げます。よろしくお願いいたします。

　事務局からは以上でございます。

　　議長（山本副市長）
皆さまからは、何か協議事項はございますか。
それでは、以上で本日の協議は全て終了いたしました。皆さまどうもありがとうございました。

４　閉会
　　進行（阿部危機管理監）
どうもありがとうございました。これを持ちまして、鶴岡市生活安全推進協議会を閉会いたします。

本日はどうもありがとうございました。
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